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平成 28 年度 

宮 田 村 教 育 委 員 会 1 0 月 定 例 会 々 議 録 

 

1 開催日時：平成 28年 10月 20日(木）  13：30～14：40 

 

2  開催場所：宮田村民会館 第 1研修室 

 

3 出席委員 

(1) 篠田 秀児 委員長（以下「委員長」と表記。） 

(2) 鷹野 綾子 委員長職務代理者（以下「職務代理」と表記。） 

 (3) 古藤 祐巳子 委員（以下「古藤委員」と表記。） 

 (4) 伊藤 一幸 委員（以下「伊藤委員」と表記。） 

 (5) 平澤 武司 教育長（以下「教育長」と表記。） 

 

4 欠席委員：なし 

 

5 その他、会議に出席した者の氏名 

(1) 本田 秀樹 教育次長（以下「次長」と表記。） 

 (2) 平澤 義章 子育て支援係長（以下「子育係長」と表記。） 

 (3) 酒井 秀貴 生涯学習係長（以下「生涯係長」と表記。） 

 (4) 矢田 はるか 学校教育係（以下「学校係」と表記。） 

 

6 教育委員長あいさつ 

委 員 長：10/14 飯山での県教育委員 10/7 伊南教育委員会研修などご苦労様でした。本日もよろ

しくお願いします。 

 

7 会議録の承認   8月定例会 (事前配布）     

   

8 議  題  

 (1)議  事 

 議 1号 信濃毎日新聞社との新聞記事掲載のための協定について   （1～7ページ） 

次 長：資料について説明 

 県教育委員会に県内小学生の保護者などから、新聞記事を学校便りなどに使うのは著作権

法違反ではないのかという連絡があり、信毎は学校の希望通り手続きなしに学校便りなど

で使えるよう各市町村と協定を締結した。宮田村はまだ締結していないので、締結の方向

で進めたい。P3にあるように、信毎他 2社と村との４者で締結する。 

教 育 長：校長会からも締結してほしいといわれている。認めてもらえれば早急に手続きしたい。 
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伊藤委員：印刷するのが問題なのか？ 

教 育 長：校長が講話等で新聞を引用するが、それを印刷して新聞に載せたことが問題になってい

る。 

伊藤委員：協定をきちんと締結すれば問題ないはず。 

委 員 長：授業で使うのは問題ない。印刷して不特定多数に紹介するのが問題。了解ということで

よろしいですか。 

委  員：はい。 

 

(2)報  告  

 報告 1号 教育委員会活動報告について 9～10月    （8ページ)  

次 長：資料について説明 

 

 報告 2号 村議会９月定例会について    （9～10ページ）1400 

次 長：資料について説明 

職務代理：小林議員の質問について。前回の定例会でも話題になったが、第 2子まで保育料を無料

にすると、子どもを預けて働く人が増え、結果的に保育園で受け入れできない状態になっ

てしまう。これについては慎重に対応した方が良いのではないか。 

次 長：途中からの入園希望者が増え、受け入れが間に合わず待たせている状況で、保育士の人

員配置に苦労している。 

職務代理：途中入園の待機児童が多くいると、ほかの市町村に人が流れ、人口増加を目指している

宮田にとっては良くない。他市町村のように途中入園を止めてもいいのではないか。 

子育係長：駒ケ根市、伊那市は途中入園を受けないことが浸透している。宮田村はどうにかして受

け入れようと努力しているが、対応が後手後手になってしまう。 

教 育 長：村長の方針なので、実現のために待遇を改善しようとしている。来年から基本給を 1年

ごと上げていくなどして保育士確保努を検討していく。 

伊藤委員：子供を二人預けて保育士として働ける人はいないのか。保育士の資格を持ったおかあさ

んが一人でも多く保育士になってくれればうまく収まる。 

子育係長：何名かは実際に働いてもらっている。 

職務代理：保育士の資格を持っていても、働ける人は条件のよい他の仕事に就く。だから保育士の

待遇を改善しないといけない。 

教 育 長：全体を考えれば難しい問題をはらんでいる。保育士だけ改善するのではなく、連動して、

保育士以外の人も含めて改善の努力をしていきたいと思う。 

委 員 長：来年は入園を 4月だけに絞らず、途中でも受け入れるのか。 

子育係長：今回は広報をしっかりしているので、未満児の 4月入園の申し込みが多く、来年は今年

ほど途中入園が多くはないのではと思う。施設自体は受け入れ可能なので、今申し込んで

くれれば保育士さんを確保し対応できる。 

委 員 長：わかりました。よろしいですか。 
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委  員：はい。 

 

 報告 3号 うめっこらんど運営委員会の報告について    （別紙)  

子育係長：資料について説明 

うめっこらんど利用の保護者代表、サークル代表、保育園の先生が運営委員となり、年 2

回の委員会で運営や事業について議論する。10/25に第 1回を開催する。P9～13は事前の

アンケートをまとめたもので、それぞれに今後の取り組みと方向性を示した。事前に資料

を送り短時間で話し合う。p15は皆さんに意見をいただきたいことをまとめた。料金につ

いても意見をいただく。 

古藤委員：うめっこらんどの利用料は他市町村に比べてどうなのか。 

子育係長：村外からの利用者が増えたため、昨年遊ゆう広場の料金を 1000円から 2000円に値上げ

した。他市町村の施設が新しくなり無料も多いので、宮田村も考えたい。 

古藤委員：値上げしたことで村外の利用者は減ったか。 

子育係長：村外利用者は減っている。 

伊藤委員：今後、村内と村外の料金を同じにするのか、それとも無料にするのか。新しい他市町

村の金額と比較して考えるのか。 

子育係長：他は無料が多い。利用料金は集計しても人を雇えるほど大きな金額ではない。職員の

中で無料の話はしているが、決定していない。この料金表が最新で、駒ケ根市は新しい

施設で 600円、飯島町は無料となっている。 

教 育 長：無料にすると責任を持たなくなる傾向にあるので、施設を大事に使ってもらうため

に、わずかでもいただくというのも一つの方法。 

職務代理：駒ケ根市、飯島町の施設が近々できるが、宮田村の利用者が少なくなったら対応を考

えればいいのではないか。ファミリーサポートも増えていると聞いたが。 

子育係長：利用会員も増えているが、マッチングまではいかない。保育園の一時保育が安いので

ファミサポの料金も考える必要があるかもしれない。できればファミサポで多世代の交

流をしてほしいと思う。 

職務代理：最近は美容院に行くためにファミサポを 1時間利用するお母さんもいる。このように

気楽に使ってもらった方がいいと思う。 

委 員 長：鷹野さんも古藤さんも協力会員で頑張っていらっしゃる。若いお母さんたちは助かる

ね。 

古藤委員：病院に行きたくてもいけない、と困っているお母さんもいる。クーポン券は良かっ

た。 

委 員 長：クーポン券について利用者の認知度合はどうですか？ 

子育係長：認知度が高いとは言えなかったので、母子手帳を渡すときや母子の検診の時にクーポ

ン券について説明するようになっている。700円無料のクーポンは 2歳児までしか使え

ない。300円の補助券もある。 

職務代理：別件だが、県の子育てプレミアム・パスポート（18 歳以下の子どもが 3 人以上いる家
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庭に渡され、全国で使える）の件で苦情があった。プレミアム・パスポートを役場にもら

いに行ったら老人福祉センターへと言われ、老人福祉センターに行ったら分かっておらず、

結局、教育委員会へ回されたという。役場全体に周知しておかないと職員が対応できない。

うめっこらんど運営委員会のように、教育委員会定例会の資料もできれば事前配布してほ

しい。家で資料に目を通して出席すればもう少し何かできると思う。 

 

委 員 長：よろしいですか。 

委  員：はい。 

 

    ９ その他   

 (1)当面の日程について 9～10月   （11ページ） 

次 長：資料について説明 

委 員 長：よろしいですか。 

委  員：はい。 

 

 (2)宮田村文化祭について   （12～14ページ） 

生涯係長：資料について説明 

 今年の文化祭は、体育センターが工事中なので村民会館だけで行う。 

教 育 長：安全上手薄になることが心配なので警備をしっかりしてほしい。警察にも回ってもらう

ように依頼している。 

委 員 長：過去にどんな盗難があったのか。 

教 育 長：現金が盗まれたことがある。 

職務代理：体育センターで個人のいい作品が盗まれたこともある。 

委 員 長：よろしいですか。 

委  員：はい。 

 

 (3)上伊那社会教育関係者懇談会について   （15ページ） 

次 長：資料について説明 

 

(4)その他     

（日本福祉大学推薦について） 

子育係長：10/12 に一人の面接をし、委員長、教育長、次長で推薦を決定した。事前に「私の夢」

について小論文を書いてもらった。11/13 に日本福祉大学の本試験を受けることになる。 

委 員 長：よろしいですか。 

委  員：はい。 

 

 （日間賀島について） 
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教 育 長：先日の研修で行った日間賀島について、海上保安庁から津波予測の最大の高さは 10 メ

ートルというデータが出ている。島の中央部にある防災センターは海抜 23 メートルの高台

にある。小学生の臨海学習を教育委員会としてどうするか。来月までに決めれば来年の予

約ができる。次回詳しいデータを出したい。 

職務代理：避難時は二手に分かれるという説明だったが、どういうことか。避難路はとても細い通

路だった。 

伊藤委員：地域の建物は 3 階建てが多く 5 階建てもあった。津波の予測が 10メートルなら大丈夫

なのではないか。 

教 育 長：愛知県にも確認したい。 

 

 （村政 60周年事業について） 

次 長：資料について説明 

委 員 長：よろしいですか。 

委  員：はい。 

委 員 長：本日はお疲れ様でした。 

 

 

 

 

・次回定例会：11月 29日(火） 14時 00分  第 1研修室    


